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お

も

な
内

容

生きがいのある老後を

ピッカピッカのふじ た小

あの人この人

鈴浅美･ さ入．

台風直撃

公民館だよリ

わだい

ぼくらは入居第1号

大切に使います 藤田小学校新校舎で



生きがいのある

老 後 を

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
ま
た
こ
の
日

か
ら

一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

い
ま
わ
た
く
し
た
ち
の
町
に
は
、
七
十
畿
以
上
の

お
年
寄
り
が
千
五
十
五
人

い
ま
す
。
高
齢
者
の
割
合

は
町
全
人
口
の

Ｉ
〇
％
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
＝
そ
れ
は
な
に
も
お
年
寄
り
だ
け
で
な

く
、
若
い
人
た
ち
も
や
が
て
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
社
会
全
体
の
課

題
で
も
あ
る
の
で
す
。

明
　

治

知
　
恵

大
　

正
・

ロ

マ

ン

昭
　

和

行
動
力

一
人
の
老
人
を
借
り
よ

老
人
の
「
生
き
が
い
」
と
は
何
で
し

ょ
う
か
．
総
理
府
老
ぺ
対

策
窒
の
行
っ

た
「
老
人
の
社
会
参
加

に
関
す
る
調
査
」

｛

昭
和
五
士

．一
年
｝
に
よ

り
ま
寸
と
、

ト
ッ
プ
は
「

息
子

や
係
の
成
長
で
三
二

％
、
一
．位

が
［
職
業
・
仕
事

］
の
二
三

％
．

「
趣
味
・
娯
楽
」
が

↓
五
％

と
続

い
て
お
り
「
社
会
活
動
」
を

あ
げ
た
人

は
わ
ず
か
に
四
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
．

そ
し
て
問
題
な
の
は
「
生
き
が
い
を

持
た
な
い
」
と
答
え
た
老
人
が
二
九
％

も
あ
る
と
い
う
嘔
賞
で
Ｆ

．

「
息
１

や
孫

の
主
長
だ
け
い
と
『
生
き

が
い
な
し
』
を
加
え
ま
す
と
、
実
弖
（

．
％
に
も
な
り
、

こ
こ
に
受
身
で
孤
独

な

”現
代
の
老
人
像

渺

浮
か
び
ｈ

が
っ

て
く
る
の
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
の
古

い
罅
（
こ
と
わ
ざ
）

に
「
家
に
一
人
も
老
人

が
い
な
か
っ
た

ら
一
人
借
り
よ
」

と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
老

人
の
長
い
人
生
の
経
験
で
培
か
わ
れ
た

知
恵
は
。
人
間
社
会
の
中
で
不
可
決
だ

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
し
よ
・
弋

こ
れ
を
現
代
の
日
本

に
置
き
換
え
る

な
ら

ゞ
明
治
人
の

知
恵
と
、
大
正

人
の

ロ

マ
ン
气

昭
和
人
の
行
勦
力

」
で
、

明
る
く
牛
き
が
い
の
あ

る
社
会
を
作
り

出
そ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

熟
　

年

「
老
い
る
」
の
で
な
く
「
熟
す
」
の
で
す

１
よ
き
考
後
と
は
Ｉ

「
ま
ず
は
健
康
で
、
暮
し

に
困
ら
な

く
て
、
グ
チ
を
言
わ
な
く
て
す
む
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ

る
こ
と

」
と
、

だ
れ
も
が
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

衣
・
食
・
住
だ
け
で
な

く
、
医
・
職

そ
れ
に
プ
ラ
ス
生
き
が
い
が
保
証
さ
れ

た
暮
し
こ
そ
。
よ
き
老
後
と

い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
経
済
面
で
の
安
定
と
丈

夫
な
体
そ
し
て
生
き
が
い
１
お
と
し
よ

り
が
自
立
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
一
二
つ

が
不
可
決
と
い
え

る
で
し

よ
う
。

総
理
府
統

計
局
の
「
老
年
人
口
の
現

況
」
（
昭
和
五
十
五
年

）
に
よ
り
ま
す

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
、

”職
に
つ
き
た
ｙ

と
思
う
理
由
と
し

て
あ
げ
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

生
活
を
よ
り
豊
か
に
し

た
い
　
2
9
％

生
活
費
を
得
た
い
　
1
7
％

余
暇
が
で

き
た
　
1
4
％

知
識
や
技
能
を
生
か
し

た
い
　

８
％
　

こ

う
し
た
回
答
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
概
を
求
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
口
々
の
生
活
を
充
実
さ
せ
、
こ

れ
ま
で
に
身
に
つ
け
た

知
識
や
技
術
を

社
会

に
役
立
て
た
い
と
積
極
的
な
息
欲

が
う
か
が
え
ま
す
。

軌
確

―
「
老
い
る
」
の
で
は
な
く
。

『
熟
す
』
。
こ
の
酋
葉
が
お
年
寄
り
の

心
境
を
端
的
に
初
語
っ
て

い
る
と
い
え

な

い
で
し
よ
・つ
か
。

9月15日は敬老の日



生
き
た
宇
引

松
浦
金
助
さ
ん

へ

し
ら
か
ば
ア
あ
お
ぞ
ら
、
み
な
み
か

ぜ
…
…
‘
』
存
知
千
昌
夫
の
ヒ

。
卜
曲

、

北
国
の
春
。
明
治
・
大
正

・
昭
和

の
主

だ
っ
た
流
行
歌
は
何
で
も
歌
え
ま
す
″
‥

何
で
も
学
者

佐
藤
ア
キ
さ
ん

政
治
・
経
済
・
文
化
…
…
チ
ョ
ッ
ト

耳
が
遠
い
の
で
、
若
い
衆
と
膿
論
は
で

き
な
い
が
．
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
や
昨
日

の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て
ま
す
ヨ
″‥

敬
老
長
寿
番
付



完 成 間 近 い 新 校 舎

ピッカピッ

カの

ふ じた小

私
が
主
役
よ

、
い
や
ボ
ク
だ

い
い
え

新
校
舎
で
す

Ｉ

バ
ル

コ
ニ

ー
で

今

は
な
い
旧

校

舎



町でミ番月の永久校舎．藤田小析校舎は

玄関部分と校舎前通路の雌終工事が進み，10

月中Eこは完成する．

鉄筋コンクリートづくり３階建で総【i槓

は4. ㎡，総工費約 5  7 千万円のデラ

／クスな校舎である．東丙の両そでにある

持別教室と中央にあるバjシコニー糾分が細

長い校舎を引き縮めるアクセントで個性あ

る外観となっている.，内部は．明るく解放

的な教案群．そして，1コーカ刺の教室の窓

をなくし作品描示壁|軛を多く１た･八 倣卓

の真11に鐃を取り付;寸た理科室など随所に

工夫の跡が兇られる.

使用は２学問始めから，子どもたちの使

明感は「とても広々としている」」 水洗|･

イしになってうれしい」とおおむね良好．--

力「階段昇降で疲わる」，ｒ火災報知Ｓ類

のさわってい:-tないものがたくさ人あり伸

ぴ伸びできないj などのまだ新校舎:二慣 れ

ないための不満もある.，

勉強もバッチリ ．普通教室

設備の整 った放送室

ボクはこの校舎満足だなあ！

広々として、明るい理 科室



県
勤
労
者

美
術
展

県
労
政
協
会
賞
に
玉
鳳
さ
ん

第
二
十
回
県
勤
労
者
美
術
贋
は
九
月

三
日
か
ら
六
日
ま
で
福
鳥
市
の
県
文
化

セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た

。

国
見
町
か
ら
は
佐
藤
玉

鳳
（
軒
二

）

さ
ん
が
「
雨

後
の
半
田
山
」
を
出
品
し
。

見
事
県
労
政
協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。こ

の
日
出
展
さ
れ
た
作

品
は
、
日
本

画
、
洋
画
、
麥
、
写
真
の
四
郎
鬥
で
、

合
わ
せ
て
コ
ー百
八
Ｆ

】
点

が
応
募
さ
れ
、

う
ち
五
十
三

点
が
入
選
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
今
ま
で
七
川
応
募
し
、

六
回
受
賞
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。
現
在

は
福
島
県

哭
術
家
連
盟
会
Ｕ

と
し
て
活

躍
し
、
町

の
文
化
の
向
Ｅ

に
つ
く
し
て

い
ま
す
。

喜びの佐藤さん
と入賞作品

あ
の
人
こ
の
人

久
し
ぷ
り
に
お
会

い
し
て
も
少
し
も

変
ら
ず
、
年
を
き

い
て
び
っ
く
り
七
十

八
歳

。
敬
老
の
日
が
近
い
が
そ
の
イ

メ

ー
ジ
か
ら
程
遠

い
若
さ
で
あ
る
。
反

対

に
「
い
い
お
父
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
ね
」

と
奥
さ
ん
に
い
わ
れ
こ
ち
ら
が
が

″
ク
リ
。

こ
の
人
、
鈴
木
美
一
さ
ん
は
四
年
前

国
見
を
離
れ
、
生
ま
れ
故
郷
の
福

鳥
市

方
木
田

に
転
居
し
た
が
、
「
国
見
と

は

一
生
緑
が
切
れ
な

い
」
と
い
う
ほ

ど
つ

な
が
り
が
あ

る
。
欒
世
紀

も
前
の
昭
和

五
年

に
小
坂
小
に
教
頭

と
し
て
卦
任
し

た
の
が
そ
の
始
ま
り
。
昭
和
一
。下

年

に

小
坂
小

幸
校
畏
を
最
後
に
教
員
生
活

に

別
れ
を
告
げ
た
が
引

き
続
き
町

の
社
会

教
胄
主
事
。
公
民
館
主

事
と
し
て
社
会

教
育
を
担
当
し
た
。
手
聞
、
暇
を

い
と

わ
ず
町
民

に
広
く
接
し
社
会

教
育
を
身

近
な
も
の

に
し
た
功
績

は
大
き
い
。
公

民
館
の
学
習
講
座
「
明
泊
学
級

」
の
盛

況
ぶ
り
や

、
今
回
縮
刷
版
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
「
公
民
館
報
く
に
み
」
の
親
し

み
や
す
く
、
し
か
も
ユ
ニ
ー
ク
な
記

事

に
そ
の
足
跡
が
お
卜
分
し
の
ぱ
れ
る
。
学

校
、
公
民
館
時
代
を
通
じ
て
の
教
え
子

は
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
、
国
見
は

ま
さ

に
第
二
の
紋
廊
以
上

の
も
の
で
あ

る
。

去

る
八
月
八
日
、
郷
土
史
研
究
会
創

立
十
周
年
紀
年
の
総
会

が
町
公
民
館
で

盛
人
に
開
か
れ
た
。
こ
の
十
年
間

の
会

の
足
跡
を
ふ
り
返
る
－
方

、
い
ま
ま
で

の
実
績
を
基
礎
と
し
て
今
後
の
発
展
を

郷土史研究会を支えて

鈴 木 美 － さ ん

全
員
で
期
し
た
。
事
務
局

長
を
ず
っ
と
務
め
て
い
る

鈴
木
さ
ん
は
こ
の
会
の
生

み
の
親
、
育
て
の
覯
と
い

っ
て
も
過
言
で
な
い
存
在

で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
に
町
村

合
併
ニ
ト
周
年
記
念
事
業

と
し
て
町
史
楊
さ
ん
が
決

定
さ
れ
、
翌
年
町
史
編
さ

ん
畜
が
設
置
さ
れ
る
と
鈴

木
さ
ん
は
そ
の
嘱
託
と
し

て
纎
さ
ん
室
の
事

務
局
を
担
当
、
ま
ず

資
料
収
集
と
そ
の
整
理

に
取
り
か
か
っ

た
。
そ
れ
に
は
町
史
纏
さ
ん
の
意
義
を

町
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら

い
協
力
を
得

る
こ
と
が
基
本

と
な

る
。
こ
の
た
め
。

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
」
こ
と
は
ま
ず

「
知
る
」
こ
と
で
あ

り
、
町
史
を
つ
く

る
こ
と
に
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
そ
れ

に
皆
で
参
画
し
よ
う
と
各
方
郎
の
有
志

に
郷
土
史
研
究
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
。

昭
和
四
卜
六
￥
七
月
、
圜
会

が
誕
生
し

た
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
の
会
は
町

史
繃

さ
ん
の
協
力
体
制
づ
く
り
の
過
程
で
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
会

の
活
動
は
、

万
を
越
す
資
料
収
集
や
遺
跡
の
発
堀
飼

査
な
ど
の
協
力
に
結
び
つ
き
、
町

史
全

四

眷
完
成
の
陰
の
力
と
な
っ
た
。
ま
た
、

公

民
館
わ
き
の
、
県
指
定
気
要
文

化
財

「
幡
藤
家
住
宅
」
の
移
築
復
元
の

際
に

は
、
り
の
担
当
者
と
し
て
、
ま
た
郷
土

史
研
究
会
貫
と
し
て
陣
頭

に
竄
っ

た
。

「
発
見
か
ら
復
一
疋
ま
で
、
所
有
者

か
ら

地
元
の
協
力
会
、
研
究
会
員
、
そ
し
て

職
人
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
き
た
・

す
す
で
冫
ん
ど
レ
ま
で

真
黒
く
な
っ
た
解
体
作
業
が
な
つ
か
し

い
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
。
齒

民
家
の
調
査
、
設
計
監
理
に
あ
た
っ
た

東
北
工
大
草
野
教
授
も
後
に
「
地
域
の

人
遠
の
理
解
と
協
力
が
も
っ
と
も
必
要

な
事
業
に
、
郷
土
史
研
究
会
、
地
元
部

落
の
協
賛
会
が
総
出
で
仕
事
を
進
め
た

最
良
の
事
例
で
感
歎
さ
せ
ら
れ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
七
ヶ
宿
街
道
添
い
の
価

値
あ
る
古
民
家
が
ほ
と
ん
ど
保
存
の
道

が
な
く
取
り
こ
わ
さ
れ
る
と
い
う
声
を

き
く
よ
う
に
文
化
財
保
綬
の
道
は
険
し

い
か
ら
だ
ろ
う
。

「
国
見
は
よ
い
と
こ
ろ
だ
。
振
り
返

る
べ
き
文
化
遺
産
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

会
貝
に
、
あ
る
い
は
町
民
全
体
に
文
化

財
保
護
思
想
が
も
っ
と
定
着
し
て
欲
し

い
。
前
進
に
は
ま
ず
足
元
を
見
つ
め
る

こ
と
だ
。
そ
し
て
、
一
人
の
百
歩
前
進

よ
り
も
百
人
の
一
歩
前
進
が
好
ま
し
い
」

と
い
う
鈴
木
さ
ん
。

創
立
か
ら
十
年
、
町
史
完
成
後
は
そ

の
町
史
を
使
っ
て
郷
上
の
研
究
を
続
け

る
会
。
そ
の
成
果
は
鈴
木
さ
ん
が
編
集

す
る
会
報
に
結
実
し
本
年
で
卜
二
号
を

数
え
る
。
「
こ
の
十
年
間
の
歩
み
を
細

か
に
記
録
し
た
い
」
と
張
り
切
る
毎
日
。

方
木
田
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
自

ら
行
動
す
る
老
人
づ
く
り
に
も
忙
が
し

い
。
福
鳥
市
方
木
田
上
原

。
０
の
西
女

前
の
住
い
に
Ｉ
裏
六
人
ぐ
ら
し
で
あ
る
。



国見の城と舘
題字は秦助役

歌 丸 屋 敷

歌丸屋敷要図 糲鳥県歴史資料鯨所藏
小坂村地粫閃によって作成

所在地 小坂字北鳥

歌
丸
屋
歓
は
現
在
の
小
坂
宇
北
畠
に

位
置
す
る
単
濠
単
郭
式
の
平
地
舘
で
あ

る
。
木
落
山
に
潭
を
発
す
る
瀧
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
の
扇
端
郎
に

あ
る
。

要
図
は
明
治
初
期
に
作
成
さ
れ
た
「

小
坂
村
地
霜
図
」
の
地
割
と
、
現
地
踏

重
に
よ
っ
て
復
元
し
た
も
の
で
、
東
西

一
四
〇
ｍ
、
南
北
一
一
四
ｍ
と
略
長
方

形
状
を
な
し
、
土
塁
輜
は
七
・
〇
ｍ
．

高
さ
は
丁

五
ｍ
（
実
測
）
、
水
濠
は

北
西
の
隅
に
現
在
溜
池
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
所
は
六
〇
ｍ
を
量
り
、
他
は

一
六
ｍ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

濠
水
は
淑
川
か
ら
壤
上
げ
ら
れ
た
江

堋
か
ら
取
水
さ
れ
。
下
流
地
水
田
の
灌

漑
用
水
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
北
と
南

側
の
水
濠
は
瀧
川
の
分
派
川
跡
の
低
地

を
利
用
し
て
堀
ら
れ
、
土
橋
に
よ
っ
て

水
位
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
た
。

覆
敷
跡
は
現
在
も
歌
丸
屋
敷
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
戦
国
期
に
お
け
る
歌
丸
帯

刀
の
居
舘
ｒ

の
る
。

歌
丸
氏
は
出
羽
国
長
井
庄
歌
大
郷
｛

現
山
形
県
長
井
市
耿
九
｝
を
本
拠
と
し

た
氏
族
で
、
本
姓
は
不
詳
長
井
氏
の
旧

臣
と
思
わ
れ
る
。
室
町
時
代
の
初
め
伊

達
市
逮
、
政
市
の
長
井
侵
攻
に
よ
っ
て

長
井
氏
が
亡
ん
だ
筏
に
、
伊
達
氏
に
服

属
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

歌
丸
郷
は
最
上
川
と
そ
の
支
流
白
川

と
の
合
流
地
南
側
に
位
一

す
る
平
地
上

の
村
幕
で
あ
る
。

奥
州
の
応
仁
の
乱
と
も
い
わ
れ
た
。

奥
州
守
護
伊
達
稙
市
と
瞬
宗
の
父
子
間

で
争
そ
わ
れ
た
天
文
の
乱
で
は
。
歌
大

氏
一
族
の
帯
刀
、
又
七
、
若
狭
守
は
い

ず
れ
も
晴
木
に
つ
い
て
所
領
を
安
堵
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
を
「
伊
潭
晴
家
采
地
下

賜
録
」

に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
又
七

・
若
狭
守
の

所
領
は
長
井

に
あ
り
。
帯
刀

の
所
領
は

伊
達
郡
の
大
石
郷
｛

現
霊
山
町

｝
の
古

内

層
敢

と
半
田
郷
｛

現
桑
折
町

｝
の
う

た
田
在
官
、
及
び
居
館
で
あ
る
舞
田
郷

（
硯
小
坂

）
の
歌
丸
堋
敷
が
安
堵
さ
れ

る
と
と
も
に
、
所
領

地
の
加
思

に
預
っ

て

い
る
。

こ
れ
ら
耿
丸
氏
一
族
間
の
嫡

、
庶
流

の
関
係
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
帯
刀
家

は
＊

拠
を
長
井
か
ら
伊
達
郡

に
移
し
た

鷹
漉
家
と
思
わ
れ
る
。
降
っ
て
藩
制
時

代

に
書
か
れ
た
「

伊
達
世
臣
畜
旛
」
に

は
、
歌
丸
氏
の
記
載
が
な

い
。
天
正

一

九
年
の
伊
達
氏
の
大
崎
移
封

に
従
が
わ

ず
に
帰
農
し
た
か
。
あ
る
い
は
絶
家
と

な
っ
た
の
か
そ
の
末

路
は
明
か
で
な
い
。

こ
の
地
方
に
お
け
る
中
世
の
文

滌
に

は
。
中
小
地
頭
（

武
士

）
の
住
居
は
、

屡
敷
、
百
性
の
住
居
は
在
家
と
呼
ば
れ

た
。
当
時
の
舘
は
こ
の
歌
丸
厘
敷
の
如

く
、
本
来
は
何
々
屋

敷
と
呼
ば
れ
る
の

が
蕃
通
で
あ
っ
た
。

硯
在
歌
九
厘

敷
の
遺
構
は
西
側
の
土

塁
と
、
そ
の
外

側
の
水
濠
跡
が
溜
池
や

水
田
と
し
て
旧
状

が
し
の
ば
れ
る
が
、

他
の
部
分
の
遺
構
は
現
存
し
な
い
。
か

っ
て
の
郭
内
は
安
藤
金
作
・
安
藤
三

夫
・

赤
坂
喜

丁

安
藤
渭
悛
氏
の
家
屋
地

と
な
っ
て
い
る
。

参
考
文
献
…
前
回
に
挙
げ
た
も
の
を

使
用
し
た
の
で
省
略
　

葡

池

利

雄

21日冫宮沢賢泊忌､ ( 昭 8!,:

10 月　 神 無 月( か ん な,づ き)

１ 日 ・ 赤 い 羽 臘 連 動 始 ま る ，

８ 日 ・1 ㎡ ｀il'7:　 ……‘',ilt.I･1

10 日 ・ 体 育 の 日　　　 ゛ ．

目 の 愛 鰻 デ ー　･-.

12 日I･ 芭 薫 忌( 元 緑7)i･

14 日 ｉ 記

ｊ

Ｘ Ｊ 衛 生ｊ

心配ごと相談日

場 所： 役増 二階 相談 室(4喘入JIからな入りﾄざい1

時 間： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相鮫下さい。秘密は絶対に守ります。
〔相 談ll 〕

◆９月Z5日(金)古 田 忠 古，牧 野 容 子

◆10月５日(月)吉 田 正 雄，簗 瀬 貞 子

◆10月15日(木)阿 部 悛 恒，佐 藤 マサイ

善
意
の
窓

町
社
会
福
祉
協
膕
会
に

◆
故
玉
手
豊
元
さ
ん
（
中
部
）
の
ご
遣

志

十
万
円

献
血
あ
り
が
と
う

八
月
三
十
一
日
の
献
血
者

｛
一
瞳
鰮
力
》
　
　
　

（
敬
称
略
）

佐
々
木
治
郎

安
彦
富
士
夫

濾
辺
事

松

大
棒
轟
洫

安
饋
ト
シ
エ
　
森
林

―
鴫

佐
野
嘔
一
　
後
－

息

‘
　
俯
木

豊

棍
溏
惣

｝

半
武
豊

木
村
ナ
ヲ

木
村
負
謙

佐
蒹
皿
男

宍
戸
文
甼

大
友
文
一
　
Ｉ
Ｉ
幸
｝

氏
掌
長
盲

実
演
息
美
子

校
Ｉ
富
子

何
齡
洋
一

伊
童
男
子

種
埋
和
子

吉
田
と
き
子

菅
野
ハ
ー
エ

。。肅
重
ヨ
シ

高
橋
－

美

佐
一

一
干

徳
葺
褞
二

皿
苅
章
治

（
―
見
ガ
ス
》

耡
本
裏
茂

人
巻
千
代
子

木
村
博
輿

大
Ｉ
柵

谷
口
置
子

（
Ｉ
見
電
子
ｙ

友
墨
！
養
子

八
巻
成
子

佐
衂
栄
子

骼
本
道
子

高
橋
一
二
氏
子

龝
水
孝
子

佐
墨
リ
エ
子

宍
戸
キ
セ
　
鴨
田
櫑

遭
衂
ハ
ル
子

佐
－

キ
ミ
子

高
榎
美

Ｓ
子

赤
壌
は
る
い

赤
坂
キ
ミ
子

新
田
讐
簡

志
賀
耳

佐
竹
葦
油

↓
Ａ

輒
夷
紀

僅
野
ミ
キ
子

片
平
マ
λ
工

曩
Ｉ
子

菅
野
さ
き
子

耡
木
和
仙
子

（
目
―
’精

樓
ｙ

本
田
政
子

妻
英
之

上
田
末
子

石

川
窟
貪

野
村
モ
ト

中
木
Ｉ
曷

斎

－

輪
枝

富
崎
庄
次

横
山
フ
ク

半

一
叭
懼
脯

《
済
水
鬟
作
所
》

僅
蒹
章
夫

曳
地
す
み
え

土
Ｉ
広
美

羂
水
正
事

進
蕃
僮
摶

伊
１
信
ｉ

一
誨
浩
一

（
圖
見
町
驫
甘
》

佐
耳
力

佐
久
離
利
儻

斎
－

峭
子

佐
墨
政
子

童
井
市
子

《
－

見
町
番
墸
》

佐
野
貞
治

佐
久
閠
傭
用

奥
山
Ｉ
夬

小
滝
芳
男

圖
分
友
轜

佐
－

和
夫

遭
墨
富
１

１
地
富
子

佐
－

弘
利

羽
樓
田
孝
司

引
地
廁
剿

後
轟
浩
子

●
十
月
十
六
日
褌
皇
車
稟
冐
し
ま
す
ｅ

ｌ
の
駄
蟲
に
、
な
お
Ｉ
Ｉ
の
ご
皿
力
を

こよみ



台風直撃

一
五
号
の
ツ
メ
跡

八
月
二
十
三
川
午
前
八
時
か
ら
十
時

に
か
け
て
、
本
県
を
通
過
し
た
台
風
卜

五
号
は
、
大

き
な
ツ
メ
あ
と
を
残
し
、

三

陸
の
沖

に
去
っ
て

い
っ
た
。

前
日
夜
半

か
ら
降
っ
た
巾
は
、
岡
見

町
で
：

○
ミ
リ
を
記
録
し
、
未

曽
有

の
出

水
に
よ
っ
て
。
中
小
河

川
が
あ
ふ

れ
、
所

々
で
決
壊
し
た
。

ま
た
。
朝

に
な
っ
て
吹
い
た
風

は
、

収
穫

ま
ぎ
わ
の
。桃
の
実
を
振
り
落
し
、

リ
ン
ゴ
の
寿

い
果
実
を
も
ぎ
と
り
。
柿

の
人
木

を
押
し
倒
し
た
。

台
風
卜
瓦
吁

に
よ
る
町
の
被
害
は
、

農
作
物
被
害
一
億
七
千
六
百
万
円
、
施

設
被
害
九
十
万
円
、
総
額
で
約
一
億
七

千
八
百
万
円

と
な
っ
た
。

被
害
農
家
の
方

に
は
、
心
か
ら
お
兒

舞

い
巾
し
ｈ

げ
ま
す
。

被

害
慨
要
次
の
と
お
り

産
業
課
跼

項
　
　

日

水
　
　

嵋

き

ゅ

う

り

り
　

ん
　

ご

も
　
　

糺

ぷ
　

ど

う

か
　
　

匁

桑
（
か
ん
水
一

葉

た

ば

こ

咐
体
被
害
鮴

作
物
陂
害
計

（

ウ
ス
施
汾

物

置

屋

柎

被

害

総

計
被

害

而

稙

一

心

｀

四
・

ｌ

七
七
．（

ｋ

二
七
・
ｔ

一
Ｕ
・

鳬

禾

（

鳬

‐‐
．

．
瓦

一
マ

－
ｈ

一
発

・

飛

五
一

５

四
九
・

５

被

害

金

額

零
巴

一

四

五

．
四

、
九

ハ

ヒ

九
一
・
．
、
九

：

一

九

．
八

〇

六

六

、
〇

〇

四

九

、
．
三

八

．一
、
〇

〇

二

八

七

ヒ

．こ

○

、
○

八

丘

．
匕

六

、
九

五

丑

０

０

四

〇

〇

一

七

匕

、
八

丑

五

国
税
だ
よ
り

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税
金

国

の

重

鑒

な

仕

事

の

一

つ

に

社

会

福

祉

が

あ

り

、

お

年

寄

り

や

心

身

陣

客

者

な

ど

社

会

的

。

経

済

的

に

弱

い

立

鳩

に

あ

る

人

に

対

し

て

。

い

ろ

い

ろ

な

施

策

を

行

っ

て

い

ま

す

が

。

税

金

の

而

で

も

い

ろ

い

ろ

な

特

典

を

設

け

て

い

ま

す

。

（
。’お

年

寄

り

本

人

が

受

け

ら

れ

る

特

典

）

年

齢

が

六

十

五

歳

以

上

で

、

所

碍

が

一

千

万

円

以

下

の

お

年

寄

り

は

、

①

老

年

者

控

除

と

し

て

所

得

金

額

か

ら

二

上

二
万

円

が

差

引

か

れ

ま

す

。

②

国

民

年

金

や

厚

生

年

金

な

ど

の

公

的

年

金

や

思

給

を

受

け

て

い

る

人

は

、

’老

年

者

年

金

特

別

控

除

と

し

て

、

そ

れ

ら

の

収

入

金

汕

か

ら

匕

十

八

万

円

を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い

る
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

（
心
身
陣
害
者
が
受
け
ら
れ
る
特
典
》

所
得
税
で
は
、
納
税
者
本
人
や
扶
養

家
族
の
中
に
障
害
者
が
い
る
と
き
は
、

一
人
当
り
二
十
三
万
円
を
所
得
金
額
か

ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

物
品
税
で
は
。
身
体
障
客
者
が
利
用
す

る
も
の
で
。
本
人
又
は
家
族
が
連
転
す

る
小
型
乗
用
自
動
車
に
つ
い
て
は
。
所

定
の
手
続
に
よ
っ
て
物
品
税
の
免
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

畔
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



泉
田
地
区
で

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備
を
設
置

テ
レ

ビ
受
信
の
困
難
な
泉
田
地
区
で

は
、
鼈
視
聴
解
消
の
た
め
の
ミ
ニ
サ
テ

ラ
イ
ト
局
が
八
月
末
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
泉
田
テ
レ
ビ
共
岡

受
信

施
設
組
合
（

佐
藤
俊
雄
組
合
長
）
が
、

総
工
費
二
百
二

十
万
円
を
か
け
て
行
な

っ
た
も
の
で
、
㈱
全
日
本
テ
レ
ビ
サ
ー

ビ
ス
会
社
が
請
負
、
こ
の
程
引
渡
し
を

受
け
た
も
の
で

す
。

今
ま
で
テ
レ
ビ
の

像
が
二
皿
三
皿

に

映
し
だ
さ
れ
。
視
て

い
る
人
た
ち
の
目

を
疲
れ
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
「
こ
れ
で

す
っ
き
り
し
た
映
像
が
み

ら
れ
る
」
と
、

地
区
の
人
た
ち
も
大
よ
ろ
こ
ぴ
で
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度

職
業
訓
練
生
募
集

福
鳥
県
立
石
川
職
業
訓
練
校
で
は
次

の
要
項

に
よ
り
馴
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

訓
練
科
目

定

員
　

瓣
　

考

建

築

科

三
〇
名

餐
成
訓
練
生
の
み

左

官

科
一
二
〇
名

″
黯

丿

一
。

応
募
の
手
続

Ｏ
応
募
資
格

中

学
校
・
高
等
学
校
卒

業
者
｛
含
卒
業
兄
込
者
及

転
職
者

｝

〇
入
半
願
書
受
付

開
始

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
日
（
月
）

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
こ
十
七
口（
水

）

Ｏ
選
考
試
験
日
時

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分

第
一
会
場

県
立
石
川
職
業
馴
練
掌
校

第
二
会
場

郡
山
公
共
職
業
安
定
所

Ｏ
賦
験
科
目

国
語
・
数
学
・
社
会
（
面
接
）

○
合
格
発
表

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
三
十
日

○
入
学
暇
番
提
出
先

本
校
又
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所

畑
な
お
転
廠
馴
練
生
募
集
の
受
付
は
、

昭
和
五
十
七
年
三
月
末
日
ま
で
随
時

行
な
い
ま
す
。

詳
し
く
は
本
校
｛
電
話
○
二
四
七
二

六
一
三
二
三
二
｝
又
は
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

違
反
建
築
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

十
月
ト

ー
か
ら
ｔ

月
十
七
日
ま
で
の
一
週
間
は
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

こ
れ
は
、
建
設
竹
。
福
鳥
県
及
四
巾
特
定
行
政
庁
（
福
鳥
市
、
郡
山
市
、
い

わ
き
市
、
会
津
若
松
市
）
が
巾
町
村
と
関
係
団
体
の
協
力
で
実
施
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
口

的
は
、
建
築
基
準
法
の
目
的
、
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
良

好
な
市
街
地
の
環
境
づ
く
り
と
建
築
物
の
質
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
期
間
中
建
築
活
動
の
多

い
地
城
を
重
点
に
、
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

10月１日は

省エネルギーの日

〈テレビ〉見ていないとき

は消 しまＬよう。

毎月1日は｢省エネルギーの日｣です

１ラプルを防ぐための建築主のチヱツク・ポイント

木造住宅の部材名称･



公
民
館
だ
よ
り

昭
和
五
十

六
年

度

町

民
学
校
開
設
の
ご
案
内

‐
第
一
コ
ー
ス
（
月
叩
日

）

七
宝
焼
教
室

内
容
　
　
「
七
宝
娩
で
ア
ヶ
セ
サ

リ
ー
を
」

講
師

釉
美
会
福
鳥
支
部
長

東
城
周
子
氏

定
員
　

三
十
名

時
間
　

午
俊
七
時
三
十
分
一

九
時
三
十
分

回
数
　

五
回

期
日
　

十
月
二
十
六
口
‥
か
ら
毎

遇
月
曜
日

持
参
品

筆
記
用
具

材
科
費

三
、
〇
〇
〇
円

会
鳩
　

公
民
館
第
一
会
膿
室

一
第
二
コ
ー
ス
（
水
曜
日

）

社
文

ダ
ン
ス
教
室

内
容
　

「
ダ
ン
ス
の
基
本
と
作
法
」

麻
師
　

福

鳥
ポ
ー
ル
ル
ー
ム

ダ
ン
シ
ン
グ
サ
ー

ク
ル

黒
羽
唯
一
氏

定
員
　

三
十
名

時
間
　

午
後
七
時
三
十
分
～

九
時
三

十
分

回
数
　

五
回

期
日
　

十
月
二
十
八
口
か
ら
毎

週
水
曜
日

持
参
品
　
シ
ュ
ー
ズ

会
場
　

公
民
館
購
堂

一
第
一
こ

コ

ー

ス

水
輿
画
教
室

内
容
　

「
墨
絵

で
心
に
ゅ

と
り
を

」

講
師
　

翆
光
会

美
術
研
究
所
長

石
原

晃
雲
氏

定
員
　

三

十
名

時
間

午
後
七
時
三
十
分
一

九
時
三
十
分

回
数
　

六
回

期
日
　

十
月
二
十
二
日
か
ら
毎

週
木
曜
日

持
参
品

硯
、
謚

会
場
　

公
民
館
第
一
会
議
室

第
四

コ
ー
ス
（
土
曜
日

）

料
理
教
室

内
容
　
「
す
ぐ
家
庭
で
役
立
つ
料

理
」
（
お
惣
菜
料
理
）

講
師
　

樋
ロ
ク
。
キ
ン
グ

ア
カ
デ
ミ
ー

樋
口
和
賀
子
氏

定
員
　

三
十
名

時

間
　

午

後

．

時

三

十

分

～

一
．一
時

．
．
子

分

回

数
　

丘

同

期

日
　

卜

日
ど
一
十

四

Ｈ

か

ら

縊

週

土

曜

日

（

休

館

日

を

除

く

）

持

参

品
　

エ

プ

ロ

ン

、

筆

記

用

具

材

料

費

一
气

○

○

○

円

会

場
　

公

民

館

料

理

実

習

室

て

め
切
り
は
、
十
月
五
日
ま
で
公
民

館
ま
で
。

・
秋
季

講
演

会
開

催

［
薬
草

の
利
用
と
健
庸
酒
の
つ
く
り

方
］

と

き

九
月
二
十
六
日
（

土
）

午
僮
一
時
か
ら

と
こ
ろ

国
見
町
公
民
館

講

師

福

鳥
県
自
然
医
学
顧
問

福
鳥
県
果
実
の
酒
友
の

会
顧

問

大
沢

章
氏

一
婦
人
と
高
齢
者
の
運
助
会

開
儀

と

き

十
月
十
日
（
体
育
の
日
）

午
前
九
時
四
十
五
分
～

と
こ
ろ

国
見
町
公
民
館
前
広
場

’町
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会

と

き

十
一
月
一
日
｛

日
｝

と
こ
ろ

町
内
一
周

国見町公民館

電

話
公 2 6 7 6

4 ｰ 5 6

球　技　大　会　終　る
少年ソフトボール大会終る

少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
助

を
振
興
さ
せ
心
身
と
も
に

健

全
な
少
年
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
去
る

八

月
十
一
Ｈ
山
崎
運
動
広

瑚
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
子
供
達
も
日
頃
の

練
習

を
卜
分
発
押
し
、
大

人
以
ｈ

の
プ
レ
ー
も
見
ら

れ
盛
ん
な
拍
乎
が
贈
ら
れ

て
い
た
。

成
績

は
つ
ぎ
の
と
お
り

優
勝

藤
田
小
本
町
チ
ー
ム

凖
僵
膊
森
江
野
小
Ｂ
チ
ー
ム

第
三
位
小
坂
小
一
郎
チ
ー
ム

男
女
と
も

小
坂
チ

ー
ム
が
優
勝

去
る
八
月
ニ
ー十
日
（
日
）

町
内
の
高
校
生

に
よ
る
球

技
大
会
を

開
催

い
た
し
ま

し
た
。
か
っ
て
の
学
舎
を

思
い
出
し
な

が
ら
然
職
を

く
り
ひ
ろ
げ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

■
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
　

小
坂
チ
ー
ム

準
優
勝

大
枝
チ
ー
ム

第
一
二
位

大
木
戸
チ
ー
ム

■
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
　

小
坂
チ
ー
ム

準
優
勝

藤
田
Ａ
チ
ー
ム

第
三
位

森
江
野
チ
ー
ム

新
刊
書
紹
介

生
み
す
て
ら
れ
た
子
供
た
ち

上
・
下

シ
ー
フ
ア
イ
・
訳

野
中
耕
一

ウ
ル
ト
ラ
お
じ
さ
ん
頑
張
る

山
川
静
夫

女
た
ち
の
海
峡
　
　
　
　

平
岩
弓
枝

阻
し
剣
、
孤
彫
抄
　
　
　

藤
沢
周
平

「ヵ－ン」打ちました



文
化
団
体
紹
介

国
見
町
ダ
ン
ス
愛
好
会

会
畏
　
斎
藤
正

美

秋
風

に
、
身
を
踊
ら
せ
て
い
る
コ
ス

モ
ス

に
も
似
て
…
…

か
ろ
や
か

に
…
…
そ
し
て
美
し
く
…
…

今

、
私
達

ダ
ン
ス
愛
好
会
は
、
ダ
ン

ス

シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
猛
練
習
中
で
す
。

こ
の
会

が
昨
年
四
日
‥
に
発
足

し
て
。
早

一
年

と
ハ

ケ
月
。
ま
だ
ま
だ
日
は
浅

い

け
れ

ど
内
容
は
濃
い
と
、
皆
、
自
負
し

て
い
ま
す
。

講

師
に
は
、
桑
折
町
の
浅
野
武
先
生

を
迎
え
、
毎
週
火
曜
日
、
午
後
七
時
半

か
ら
九
時
ｔ

ま
で
公
民
館
の
講
堂
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
浅
野
先
生
は
時
折
お

く
さ
ん
と
兄
え
ま
す

が
、
そ
の
度
に
案

敵
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
下

さ
い
ま
秀

こ
ん
な
時
女
性
群
は
女
性
特
有
の
手

の
動

き
等
を
勉
強
し
よ
う
と
必
至
で
す
。

こ

ん
な
風

に
嗇
く
と
、
い
か
に
も
練

習
が
キ
ッ
そ
う
で
す
が
、
中
身
は
和
訊

藹

々
ム
ー
ド
。
厳
し
い
中

に
も
楽
し
さ

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
会
で

す
。
た
だ

ち
ょ

と
会
員
が
少
な
め
な
の

が
悩
み
と

云
え
ば
今
の
今
の
悩
み
で
、
目
下
会
員

募
集
中
／・
。

国
見
町
の
胄
年
男
女
諸
君
、
あ
な
た

も
秋
鳳
の
中

か
ろ
や
か

に
踊
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

新

生
活

運
動

に

関
す

る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ま
と
ま
る

あ
な
た
の
家
庭
で
は
？

闘

一
、
あ

な

た

は

斬

生

活

運

助

に

つ

い

て

ど

の

程

慶

知

っ

て

い

ま

す

か

．

イ

．

知

っ

て

い

る
　
　
　
　

Ｅ一
％

口

．

ち

ょ

と

知

っ

て

い

る
　

一
一一
％

（

・

全

く

知

ら

な

い
　
　
　

Ｕ

％

二

、

そ

の

他
　
　
　
　
　
1
.
7

％

間
一
一
、
析

生

活

運

動

を

町

ぐ

る

み

で

進

め

る

こ

と

に

つ

い

て

ど

う

思

い
ま

す

か

．

イ

、

積

極

的

に

進

め

る

べ

き

だ
一
卵
％

口

、

推

進

す

る

必

要

な

い
　

心

％

（

．

そ

の

他
　
　
　
　
　

‥一一
％

問
一一一
、
あ

な

た

は

新

生

活

運

動

の

実

態

に

つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か

廴

積
極
的
に
参

加
す

る
　

引
％

口
、
み

ん
な
が
参
加
す
れ
ば
　
一一一
％

（

、
参
加
す
る
考
え
は
な
い
　

Ｕ
％

二
．
そ
の
他
　
　
　
　
　
5
.
8

％

問
四
、新
生
活
連
動
を
推
進
す
る
と
し
た

ら
あ
な
た
は
ま
ず
阿
か
ら
先

に
始

め
た

い
と
思
い
ま
す
か

イ

、
霄
典
返
し
の
廃
止
　
　

Ｊ
％

口
、
偶
気
兇
舞
返
し
の
廃
虍
　

Ｕ
％

―

（

、
結
婚
式
の
簡
素
化
　
　

一一一
％

二
、
御
中
一
疋
御
歳
暮

の
贈

り
物

心
％

ホ
．
そ
の
他
　
　
　
　
　
8
.
0

％
１

問
｀
、
お
見
舞
返
し
に
つ
い
て
あ
な
た
は

ど
う
思
い
ま
す
か

イ
、
多
少
返
す
べ
き
　
　
　

一一一
％

口
、
礼
状
だ
け
で
よ

い
　
　

い
％

（

、
何
も
返
さ
な
い
　
　
　

Ｕ
％

二
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
3
.
2

％

問
六
、香
典
返
し
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど

う
思

い
ま
す
か

イ
、
多
少
返
す
べ
き
　
　
　

一
心
％

口
、
礼
状
だ
け
で
よ
い
　
　

一
｀

％

（

、
何
も
返
さ
な
い
　
　
　

Ｍ
％

二
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
4
.
3

％

問
七
、仏
事
花
環
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
こ
用

と
を
知
っ
て
い
ま

す
か（
農
協
に
）

イ
、
知
っ
て
い
る
　
　
　
　

Ｅ一
％

口
、
知
ら
な
い
　
　
　
　
　

卵
％

（

、
そ
の
他
　
　
　
　
　
3
.
8

％

問
（

、仏
事
用
花

環
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
に

つ
い
て

イ
．
今
後
利
用

を
考
え

る
　

一一一
％

口
、
利
用
す
る
　
　
　
　
　

Ｕ
％

Ｉ

（

、
全
眈
考
え
な

い
　
　
　

Ｅ
％

二
、
そ
の
他
　
　
　
　
　

Ｅ
％

問
入
、
結
婚
披
露

宴
の
簡
素
化
と
し
て
会

費
制
を
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て

イ
、
大
変
よ

い
の
で
実
行
し
た
方

が

よ

い
　
　
　
　
　
　
　
　

心
％

口
、
従
来
の
習
慣
に
こ
だ
わ
っ
て
実

行
し

に
く
い
　
　
　
　

一
心
％

（

、
会
費
制
は
す
す
め
な
く
て
も
よ

９

い
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
％

二
、
そ
の
他
　
　
　
　
　

一
心
％

問
ｆ
、会
合
の
時
間
の
膿
守

に
つ

い
て

イ
、
常
に
時
間
励
行

に
心
が
け
て
い

る
　
　
　
　
　
　
　

一一一
％

口
、
と
き
ど
き
時
間

に
遅
れ
て
し
ま

う
　
　
　
　
　
　
　

一一一
％

（

．
い
つ
も
時
間

に
遅
れ
て
し
ま
う

Ｉ
偃

二
、
そ
の
他
　
　
　
　
　

Ｕ
％

問
ｆ
气

明

る
く
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
河

川
等
を

き
れ

い
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て

イ
、
ゴ
ミ
等
を

す
て
な

い
よ
う
に
心

が
け
て

い
る
　
　
　
　

卵
％

口
、
と
き
ど
き
す
て
る
こ
と
が
あ
る

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
叭

（

．
す
て
て

い
る
　
　
　
　

Ｕ
％

二
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
2
.
4

％

問
き
Ｉ、
古
紙
、
空
ビ
ン
等
の
不
用
品
の

取
扱

い
に
つ
い
て

イ
、
業
者

に
交
換
し
て
も
ら
う
一一一
％

口
、
家
で
娩

い
た
り
ゴ
ミ
と
し
て
出

す
　
　
　
　
　
　
　

｀
％

（

、
す
て
て

い
る
　
　
　
　
3
.
6

％

气

そ
の
他
　
　
　
　
　

Ｕ
％

問
士
气

祝
日
に
国
旗
を
掲

げ
る
こ

と
に

つ
い
て

イ
、
忘
れ
ず
に
掲

げ
る
　
　

Ｕ
％

１

口
、
と
き
ど
き
思
い
出
し
た
と
き
掲

げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
％

［

．
全
然
掲
げ
な
い
　
　
　

］
％

二
・

そ
の
他
　
　
　
　
　

Ｕ
％

あ
つ
か
し
俳
句
会

八
月

二
十
二
日

蝉
の
音
の
一
入
高
き
英
霊
の
口
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
甲
こ

百
合
の
香
を
部
屋
に
残
し
て
外
出
す
　
　
　
　
　

藤
田
　
勝
衛

踊
る
輪
の
赤
い
た
す
き
の
老
夫
婦
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
雨
田

そ
っ
と
し
て
妛
の
昼
寝
の
鼾
か
な
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
山
月

臂
草
の
飛
び
立
つ
そ
ぷ
り
朝
の
風
　
　
　
　
　
　

阿
部

亭
司

老
の
日
々
枯
淡
の
境
地
秋
簾
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

国
楓

一
病
を
持
ち
て
夏
の
日
も
て
余
す
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
仙
子

ふ
る
里
の
道
す
が
ら
な
り
白
芙
蓉
　
　
　
　
　
　

赤
間
は
る
子

洗
い
髪
楝
さ
て
さ
み
し
い
ひ
と
摧
り
　
　
　
　
　

森
田
　
栄
子

ダン ス パーテ ィ



石
母
田
山
の
ク
マ
退
治

九
月
ニ
ロ

、
大
字
石
毋
田
の
北
部
県

境

に
近

い
囲
石
地
内

の
桃
畑
で
、
推
の

月
の
袖
グ
マ
が
御
用

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
マ
は
ま
だ
乳
離
れ
し
て
間
も

な

い
磔
年
グ
マ
で
。
体
長
が
百
六
卜
丘

’ら
・
体
重
五
十
キ
ロ
と
、
ま
だ
あ
ど
け

な
い
感
じ
の
幼
い
タ
マ
で
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
叮
愛
そ
う
。

有
害
鳥
獣
駆
除
隊

一
佐
久
間
友
吉
隊

長

）
で
は

ク
マ
が
出
没

し
始
め
た
八
月

上
句
か
ら
腺
を
柤
曦
’
）て

。
山
沿
い
の

米
樹
園
を
中

心
に
見
廻
り
を
続
け
て
い

ま
し
た
。

奥
山
の
開
発
に
と
も

な
っ
て
山
を
追

わ
れ
た
ク
マ
た
ち
は
、
例
年
モ
モ
が
実

る
こ
ろ
に
な
る
と
、
石
毋
田
地
内
に
出

没
し
畑
を
荒

し
ま
わ
っ
て
お
り
、
八
り

は
じ
め
か
ら
そ
の
姿
を
み
か
け
、
地
域

の
人
た
ち
を
こ
わ

が
ら
せ
て

い
ま
し
た
二

こ

の
日
午
前
六
吟
半
頃
、
ク
マ
発
見

の
’
）
ら
せ
に
、
隊
日

二
十
人
が
、
山
の

ふ
も
と
か
ら
追

い
上

げ
、
先
廻

り
し
て

い
た
隊
貫

が
、
一
発
の
も
と
に
仕
留
め

ま
し
た
。

射
殺

さ
れ
た
ク
マ
は
役
場
の
前
庭
で

披
露

さ
れ
た
あ
と
、
佐
久
間

隊
長
の
啀

で
解
体
さ
れ
、
隊
員
た
ち
の
舌
づ
つ
み

の
泡
と
消
え
ま
し
た
。

クマを仕留めた駆除隊員

東北新幹線

｢ひかり｣号走る

｢ ひ かt4ヘ ヨXマートな全身

八
り

不

口
、
東
北

新
幹
線
の
仙
台

郡
山
間
で
「
ひ
か
り
」一
ｔ
一

の
献
連
忙
が

行
わ
れ
た
。

昭
和
四
卜
六
年
卜
二

月
か
ら
瓦
十
六

年
ご
。冖

ま
で
約
卜
か
年

の
歳
月
と
総
工

事
費
二
百
二

池
円
を
か
け
て
、
よ
う
や

く
完
成
し
た
析
幹

線
を

「
ひ
か
り
」
号

が
走
っ
た
。

こ
の
日
新
幹
線
を
「
ひ
か
り
」
今
が

走

る
と
い
う
の
で
、
沿
線
住

民
約
五
十

人
が
思

い
思

い
の
姿
で
一一
三
一
五
丘
。
山

崎
蔵
王
ト
ン
ネ
し
北
辺
の
鼕
む
ら
に
た

む
ろ
し
た
。

ｋ
空
に
は
報
道
閲
係
の
飛
行

隋
一
酸

と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
天
機
。
ゴ
ー
ゴ
ー
と

ｒ

青
を
あ
げ
て
い
た
。
ト

ー／
‘不
ル
の
わ

き
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
嗔
が
陣
収
り
、

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
か
ん
高
い
声

が
、
絶
え
間
な
く
わ

め
き
散
ら
し
て
い
た
。

ト
ン
ネ
ル
通
過
予
定
時
間
二
時
卜
瓦

分
、
ま
だ
姿
を
み

せ
な

い
。
ジ
リ
ジ
リ

と
し
て
磚
つ
こ
と
一
分
あ
ま
り
。
山
崎

山
の
路
傍
に
咲
ぐ
萩
の
花
、
そ
よ
風

に

な
び
く
曙
花
の
中
の
職
王
卜
‐で
や
ル
か

ら
、
も
の
静

か
に
姿
を
現
し
た
通
称
鼻

高
哭
人
べ

ひ
か
り

」
号
の
優

美
な
姿

に
、

一
日
兒
よ
う
と
集
っ
た
住
民
の
閥
か
ら

か
ん
声

が
あ
が
っ
た
。

戸籍の窓口
（8月1受付分）

出 生おめでとうご ざい ます

ｆのr，　 煤 ｓ ａ　　 部　落
柘　　 占濤 忠 一　|` llj　lll

崇　uI゙｛　 佐久間広明　 第　　 １
戔　沙　　肖Ⅲ　 悛;･I:　梢　　阿
武　．＆　 佐嘩　武夫　 ｝以　 町
刪　嶂　 佐竹　囃蝪　 板　 牘
良　 ﾀﾞ･　阿;匐　敏推　 耐　　 ・
･騨 恵　I 甸檎 常男　 山 崎 北
隆　雄， 佐藤　　司　　ｕ　lll
人　輔　 浅野　孝保　 山 崎 北
恭　f･　　古Ⅲ　 和夫　 第　 四
ひとみ　　膏野　･11男　 内?i 啝
友　和　 岡ln　盛ilﾐ　 第1･ 二
擾　 也　 佐藤　良明　　尿 Ⅲ ｈ
めぐみ　　ll木　●|』勝　j 』ヽ 　 坂
祐　rJ　　木村　IE義　111　　 内

稔　　 占Ⅲ 徳治　 山 崎 館

ご結婚おめでとうございます

氏　　　 名　　　部・s嗣住所l
鈴　木　 一　之　　|||　 内
丹 治　 八亟r,　　 栂 鳥 市
赤　坂　功　光　　 囑　 呶
謙　Ⅲ　明　美　　 ．鴾　 呎

おくや み申し 上げ ます

氏　　　 名　　 年齢　　ｓ　 罩
葡　丿鬯　太 一占　79　 弓母 Ⅲ 内
遠　ｓ　 庄　泊　 聞　 碪　　 ・
乖　藤　・ヽ ツイ　　７９　 咄i･［ 北
ii　津　亀之助　78　11　　111
1qi　檎　マ　 キ　　70　 山 崎jt二
松　濔　i胄　・　52　　 人 木 ｐ･
岩　峨　ッ　j!･　　86　 川　 内
八　卷　　 篦　61　 靤．江jt二
佐　藤　鴇　 笥　　19　11　　111
1曵 野　 タ　ヨ　　卯　 山　 根
‾F.r･ 曹　 尼　86　 中　 郎

人 囗 と 世 帯

9｡1現在（前月比） ８月中のうごき

男5.8 人(  十 6 ) 転　人　26人
人　

女6 , 2 人（＋10） 転 出15 人

丿

計 12.107人(  十 16 ) 出 生16 人

世帯数2 , 823戸(  + 4 ) 死 亡　Ｕ人

編

集

口

記

○
広

い
人
空
の
キ
ャ
ン
バ
ス

に
ブ
ル
ー

の
絵
の
臭
を
絵
皿

に
と
い
て
、
人
き
な

（

ケ
で

Ｉ
気
に
ぬ
り
つ
ぷ
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
、ぬ
け
る
よ
う
な
青

い
空
。
と

こ
ろ
が
丙
の
空
に
一
点
二
点
真
綿
の
よ

う
な
自
雲
が
出
た
と
思

う
ま
も
な
く
、

。
面
鉛
色
の
空
に
変
っ
て
し
ま
う
。
秋

の
空
は
ほ
ん
と
に
気
ま
ぐ
れ
で
あ
る
。

○
夜
の
と
ぱ
り
を
引

き
裂

く
よ
う
な
、

す
だ
く
虫
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
最
僮

の
仕
上
と
コ
ラ
ム
に
取
り

か
か
っ
た
ま

で
は
よ
か
っ
た
が
、
何
を
血
迷
っ
た
の

か
季
節
は
ず
れ
の
娃
の
声
。
二
度
三
度

ケ
ロ
ケ
ロ

と
鳴
く
の
を
耳

に
し
た
と
た

ん
今
ま
で
冴
え
て

い
た
頸
の
中
も
、
穴

の
あ

い
た
峨
船
よ
ろ
し
く
。
ス
ー
と
し

ぼ
ん
で
鉛
色

。
乞
批
判
。
　
　
　

Ｈ

兒
「
卜

ふ

｀
ｌ

国

‥χ
」

企

画

。Ｊ

福
鳥

叫

伊

達
郡

国

兄

町

人
字

祕

Ⅲ

字

．
ｒ

剛

二

２

／

１

・

瓦

八

九

―
【

七
ｅ

蕕
Ⅲ

｛

Ｏ
一
一
四

’ａ
八

、ぎ

二

匸

｝
｛

代

｝

トンネルから出 た鼻高美人


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

